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演奏者の「イメージ奏法」を使った
感情の知覚化による音楽と映像の供与一視聴者自身の音楽への「共感性」の認知から心の再生を促す試みー
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発表者は
、楽譜の奥にある作曲者の主張、思想、情動などを推測し、

演奏者の過去の体験や記憶
、思考、言語、色彩を取り入れて演奏者の感

情の全てを注ぎ込む音楽の奏法を創造し
、これを効果的に表現する「イ

メージ奏法」を確立し､その効果の研究をしている
。その理論に基づき、

演奏者が「イメージ奏法」を使って制作した音楽と映像の視聴覚融合の
供与が視聴者自身の音楽への共感性の認知を導き

、精神面・肉体面への

どのような影響と効果を与え
、心の再生を促すことができたかを生理学

的指標を用いて心理学的・医学的に検討した結果を報告する。
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１　はじめに

孤独を抱えた現代人は
、誰かと心を分かち合うこ

とを求めている
。しかし、心とからだが健康でない

と人は心を開けない
。音楽は、その心の解放と再生

を手伝
ってくれる。本当の自分の心と向き合い、人

の愛や感謝に気付き
、人間同士のコミュニケーショ

ンの大切さを認識するために音楽が何かできるので
はないのか。発表者は、楽曲分析による音楽の内面
を研究し「イメ

ージ奏法」（武本1995、2013a)と

いうメソッドを確立させた
。音楽の中に含まれてい

る人間の感情や記憶が、聴衆者の潜在意識に入り込
み、心の中に潜む感情や記憶と真摯に向き合うこと
によ

って自分の真の心を解放し、自己再生エネルギ
ーを呼び起こし､生きる力を与える音楽を目指して、

音楽の供与の方法についての研究を行なった。そし
て
、演奏者自身が「イメージ奏法」により解釈した

音楽と映像の視聴覚融合の供与が視聴者の共感性の
認知を導き

、精神面・肉体面へのどのような影響と

効果を与え
、心の再生を促すことができたかを生理

学的指標を用いて、心理学的・医学的に検証した

２　｢イメージ奏法｣による共感性追求のた
めの心の再生プログラム

2.1実験曲の選宇

人は、辛く悲しい時、ネガティブな感情を吐き出し
てからでないと

、癒しや元気な曲は、心に響かない。
人間は、悲しい時には悲しい音楽を聴いて涙を流し、

怒りが爆発する時には
、それを発散する曲を聴き、ス

トレス解消する傾向にある。これは、音楽の持つ「同
質の原理(Iso Principle)｣(Ira M.Altshuler､1948年に提唱)

と
呼ばれる効果である。
そこで、本研究では、｢絶望した人間が希望を取り

戻す｣という場面を意図的に設定し、それを4つの段
階に分け、各段階の感情と結びつきの強い楽曲の選定

を行なった
。ここでいう4段階とは、｢イメージ奏法｣

の実践において｢イメ
ージ語｣(武本1995、2013a)を選

択する際に指標となる4つの分野と結びつけた。すなわち、Ａ：明るく外的、Ｂ：明るく内的、Ｃ：暗く内的、

Ｄ:暗く外的である。D(G1)→C(G2)→B (G3)→A (G4)
の順に段階を設定することで、絶望から悲しみ、癒し
を経て希望へとつながる流れを作り出した。まず、怒
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りや焦りを爆発させ、不安や哀しみの原因を探り、思

い切り涙を流すことができる曲を選んだ。人間は、辛

い時に寄り添ってその気持ちに同意してくれること

が一番必要である。そこで音楽による「共感性」に重

点を置き、人の心に安らぎを与え、勇気や元気を与え

られることができる、音型やハーモニーの連続性など

に注目し、聴衆者の感覚を刺激し、感情を一定方向へ

誘導できる心の再生プログラム16曲を決定した。各実

験曲の役割については４に詳細を述べる

３「イメージ奏法」による音楽が創る感情の

知 覚 の認知一 音 楽の可 視化－

3.1　演奏者の心の中を「イメージ奏法」により「演

奏設計図」として可視化

発表者は、音楽作品の背景や成立の経緯を理解し、

調注、速度、メロディー、ハーモニー、音楽記号など

を分析した上で､楽譜の奥にある作曲者の主張､思想、

情動などを読み解き、それを効果的に表現する「イメ

ージ奏法」（武本1995 、2013a) というメソッドを作っ

た。まず演奏者は、演奏する前に「イメージ楽譜」と

呼ばれる「演奏設計図」を作成する。そこに「イメー

ジ語」や 「色彩」を書き込むことで演奏により何を表

現したいかを視覚的に把握し、音楽が奏でる感情を知

覚化する。演奏者の過去の体験、記憶、思考、言語、

色彩により音楽の意味を認知する作業である。次に、

演奏者は 「イメージ楽譜」上に、音楽表現のエネルギ

一のベクトルを明示する「表現曲線」を記載する。こ

の曲線は楽譜上のフレーズをどのように弾き、重さを

どのようにかけるのかを表すもので、強弱の変化はも

ちろんのこと、時間的なベクトルや喜怒哀楽のベクト

ルまでも意味している（武本2013b 、2018)。「音楽の

エネルギーのベクトル」は、演奏者が自身の経験や記

憶に含まれる無意識的な感覚を意識の中に呼び起こ

して具体化し、それを音楽と共に自覚し変容する手助

けとなる。この根拠として、演奏者は音本来がもつエ

ネルギーの方向性と質量を意識し、それにより打鍵時

の重さのかけ方や方向を決める上での決定的な判断

材料を得ることができるからである。すなわち、「表

現曲線」こそが、本演奏法を決定する際の最も重要な

要素だと言える（武本2013 、2018)。また聴衆者の感覚

を刺激するには、 ドイツの生理万者 Ｅ・Ｈ・Weber が

1831年に発見した、手指感覚の物理量の変化を知る

ために必要な変化量の限界値についての法則である

「ウェーバー･フェヒナー」法則(Weber-Fechner law)

を応用し、音の音圧のかけ方、エネルギーの増減の工

夫を行ない、演奏時における打鍵のスピードや重さの

かけ方、力配分の工夫を行なう。

３．２作曲家と演奏者が聴衆と視覚的に共有できる

「演奏設計図」に基づ< 「映像」制作

演奏者自身が「イメージ奏法」の理論を屈指して、

そのイメージ映像381 点の制作を行ない、生演奏に合

わせて演奏者の呼吸に合わせてパソコン操作を指示す

る指揮者が映像の変化やタイミングを計りながら反響

板に映像を投影し、視聴覚融合の音楽を視聴してもら

う。またその音楽が導いた感情の終着点へ、なるべく

シンプルな言葉を加え、心の変化、感情の変化をしや

すいような色彩の変化を映像に加えた。

その映像による感情の変化が音より先に生じない

ように、映像提示の指揮者は、「演奏設計図」に沿っ

て演奏者の感情と同じタイミングで映像供給のアニメ

ーションの時間配分か継続時間が変化するように配慮

した。視覚入力は聴覚入力より強いからである。演奏

者が作成した映像によって解釈を共有することで、作

曲者と演奏者、視聴者が三位一体となって「共感」を

生み出すことができると考えられる。

４　 各実験曲 の役割

次は、それぞれの段階の楽曲の役割と映像制作の特

徴、及び演奏技法に重点を置いた点である。

4.1　第１段階(G1) 【絶望と落胆】①～④ ４曲

第１段階（G1）は、絶望や怒りなど、無意識に閉

じ込められている負の感情を呼び込み、それらを発

散させる場面である。①ラフマニノフの前奏曲嬰八

短調「鐘」と②ショパンの練習曲八短調「革命」の

２曲は、不協和音や連打、下行音型を含み、衝撃的

な絶望と落胆を暗示する。この２曲には一連の４段

階を開始する楽曲として、鬱積している感情を爆発

させ、宿命や社会という大きなものへと対峙させる

役割を持たせた。③カプースチンの《トッカティー

ナ》と④プロコフィエフのピアノ・ソナタ第２番の

２ 曲は、一本線で連続するリズムと長い表現曲線を

もち、退廃的で投げやりな曲調である。この２曲を

選んだのは、被験者に対して、過去の否定的な自分

も受け入れて良いというメッセージを示唆するため

である。映像の制作においては、怒りを表す赤や黒

を基調としながら「炎」などの映像を選択した。ま

た、怒りに震える心の叫びを「言葉」として選び、

被験者が負の感情を発散できるような状況を再現で

きるようにした。演奏技法としては、ピアノの振動
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と鋭いスピ
ードの打鍵により、行き場のない心の叫

びを届ける工夫を行ない
、虚無感や自暴自棄、抑圧

や激昂といった感情の爆発を表現した。４.2第２段階(G2)【悲しみの受容】、⑤～⑨５
曲

第
２段階(G2)は、悲しみを受容し、その中にか

すかな希望を見出す場面である
。⑤スクリャービ

ンの練習曲八短調op.2-1
、⑥ショパンのノクター

ン嬰八短調（遺作）は
、第１段階で示された怒り

や激情の反動として、心身共に狼狽した状態を表
現している

。そのため、空虚さや失望、不安とい
った状態を経て深い悲しみに浸り、心の奥底と対

話する形をとった
。続いて⑦リストの《ラ・カン

パネラ》では、鐘の音によって本心や無意識の感
情に徐々に気が付いていく鼓動を表現して

、悲し

みからの脱却を担当するタ
ーニングポイントの曲

として選曲した
。後半の盛り上がりの力強さに自

分の潜在的なパワ
ーを実感するねらいがある。⑧

前奏曲集第２集に含まれる「花火」では
、さまざ

まな花火が打ち上げられる曲調から
、苦しみや前

進したい気持ちの爆発
、人生を見つめ直し、前に

進めるのではないかという期待を表現した
。⑨ド

ビ
ュッシーの《月の光》では、不安な気持ちを癒

し落ち着きを取り戻すことで
、自信、安らぎ、感

謝などが芽生える役割を持たせた。映像は「イメージ語」の推移に合わせ、悲しみから大きなエネ

ルギーの奮起へ移り変わるように、暗い月夜の映
像から徐々に明るい映像に変化させることで、希
望の光が心に灯り

、明るい現在や未来を感じられ

る色にした
。和声や調性の変化とともに映像の色

を大胆に変化させ
、同時に希望や光を求める言葉

を添えることで
、悲しみの中に一筋の希望を見出

せるよう工夫した
。映像に付加する「言葉」には、

自分自身の心に向き合い
、鼓舞するような語を用

いることで
、人間のもつ再生力の素晴しさに巻き

込まれる感情を表現し、希望を見出す「言葉」を
加え､不安から安らぎに移行する感情を表現した

。

また、演奏技法としては、長い音符の浮遊や休止
符の間の取り方を工夫することで

、心の隙間と悲

哀を表現し
、徐々にその隙間を埋めるタイミング

の変化により音色の工夫を行なった。

4.3　第３段階(G3)【幸せの予感と希望】⑩～⑬４曲
第３段階（G3）は、暖かく安らぎを感じさせる和声と

メロディーラインの長さをもち、復活を暗示する場面である。まず、「家具の音楽」を唱えた⑩サティーの

《ジムノペディ》では
、あえて、淡々と弾くことを心

がけ
、音楽が側にあることによる安堵感や、心の解放

と回復を暗示した。続く⑪リストの《ため息》、⑫シ
ョパンのノクタ

ーン変ホ長調Op.9-2では､この曲あた

りから被験者の気持ちが悲しみから解放され
、前向き

に変化するように
、人間の愛や自然の美しさに気付き、

愛され守られている実感し回復していく喜びを表現
した。最後の⑬リスト＝シューマンの《献呈》では、
周囲の愛に気付き

、愛し愛されることの幸せに気付く

ことの重要さを表現した
。映像は、自然の雄大さや美

しさ
、優しさを感じさせるパステルカラーを選択し、

苦しみを経てこそ見える世界観へと導く「言葉」を加
え
、ポジティブ思考を示唆するように心がけ、曲の進

行と共に愛の素晴らしさを説く「言葉」を添えること
で､幸せを感じられるようにした。演奏技法としては、
脱力とあたたかな音色を作る工夫を行ない

、ゆったり

と包み込むような音色と包容力を感じさせるような
大きな流れと呼吸法に重きを置いて表現方法を工夫
した。メロディーラインは、しっかりと立ち直り、再
出発できる意志を表現できるようにゆっくり深く音
圧を込めた。

4.4第４段階（G4）【未来への情熱と躍動】⑭～⑯３曲
第４段階(G4）は、第３段階で得た幸福感のあとにお

とずれる
、湧き上がる再生への決意と自信、躍動をあ

らわす場面である。⑭リストのハンガリー狂詩曲第６
番と⑮ショパンの英雄ポロネーズでは、挫折を経てこ
そ努力や感謝をすることができることを表し

、被験者

に再生のプロセスを伝えている。⑯レフレールの空へ
では、生きる希望と躍動の役割にした。映像は、暗い
ものから徐々に明るく上昇していくイメージのもの
に変化させ、最後には大空や宇宙の大きな映像を配置
した。そのことにより、自分の悩みやこだわりを大き
な視点からとらえることにより脱却できるように感
じる工夫を行なった。また、未来に向かっていく自信
や苦しみを乗り越えてこそ見える景色や気付く感謝
の気持ちなどの言葉を心がけ、やる気が出る前向きな
「言葉」や

、気分が上昇する映像の工夫を行なった。

演奏技法としては、全身の重さを使って、脱力と握力
とバネを生かす奏法を使った。また、音の立ち上がり
を工夫し、エネルギーが下から上に上昇するように演奏し、湧き上がる未来への期待と躍動を表現した。

５「イメ
ージ奏法」の効果の実験

「イメージ奏法」により作成した音楽と映像を視聴することでおきる心身の反応を、自己記載式の不安度
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測定質問紙STAI (State Trait Anxiety Inventory のうちの
状態不安)および唾液中生理指標測定により調査した。
どのような音楽や映像が意図的に気分・感情を変化さ
せるかを検討した。

【実験の手続き】：実験参加者は、20～24歳の健常ボラ
ンティアを公募した。対照実験はピアノ生演奏だけの
もの、音楽無しで映像+言葉だけのものの２種類を用
いた。対照実験も同様に実験参加者を公募した。各実
験において、全てのデータが得られた参加者数はそれ
ぞれ12名であった。この実験は、愛知教育大学の倫
理審査を得た(承認番号UE2017040HUM,
AUE20180401HUM)。これに基づき、実験参加者のデ
ータは連結不可能匿名化した。実験方法や途中で実験
参加を取りやめても不利益がないことなどの説明は
口頭で行い、文書による同意書を得た。実施手順とし
て、(1)気分評価は世界基準であるスピールバーガー
Ｃ.ＤによるSTAI-1日本語版(1970年、三京房；京都)
を使用し、状態不安得点を求めた。(2)唾液の採取は
世界基準のサリベット（SALIMETRICS; Deutschland)
を使用した。コルチゾールは専用のEIA法
(SALIMETRICS; Deutschland)、アミラーゼ活性は酵
素法(Fujifilmワコー純薬;東京)、セロトニンはELISA
法(LSBio-USA)を用いた。唾液採取の各間には軽
く囗を漱いだ。実施手順はインフォームドコンセント
後の演奏聴取前のサンプリング、第１段階【絶望と落
胆】、第２段階：【悲しみの受容】、第３段階：【幸せの

予感と希望】
、第４段階：【未来への情熱と躍動】後に

各サンプリングを行なった。

６　結果
それぞれの指標の各テーマによる違いを図示した。

beforeは実験開始前に実験参加者に対してインフォ
ームドコンセントを得た後にサン

プリングしたもの
で、前コントロールである。G1～G4はそれぞれ【絶

望と落胆】
、【悲しみの受容】、【幸せの予感と希望】、【情

熱と躍動】のテーマを示す。
6.1状態不安得点の実験条件とテーマによる違い
状態不安得点は｢イメージ奏法｣では前コントロー
ルと比しGIでは有意に高値となり、G3、G4では有
意に低値となった。また、G1と比しG2、G3、G4
は低値であった。ピアノ演奏だけでは、前コント口
－ルと比しG3、G4は低値であった。また、G1と比
しG2、G3、G4は低値であった。G2と比しG3およ
びG4は低値であった。すなわち、生演奏ではG1以
外は低値となった。映像+言葉では、前コントロール

と比し「イメ
ージ奏法」と同様にGIは高値となっ

た。また､G1と比しG3およびG4は低値となった。
映像+言葉での相互作用が認められた(Fig. 1)。映
像+言葉による状態不安得点への影響が３つの実験
では最も大きかった。

6.2コルチゾール濃度の実験条件とテーマによる違
い

｢イメ
ージ奏法｣では、コルチゾール濃度は、前

コントロールと比し変化はなかった。映像+言葉でも
前コントロールと比し、変化はなかった。しかし、
ピアノ演奏だけでは増加することはなく

、前コント

ロ
ールに比しG2、G3およびG4で有意な減少が認

められた(Fig.2)。これは、ピアノ演奏だけ聴いてい
ると気分が改善される可能性を示唆し、他の２つの
実験では映像と言葉による感情誘導を生じているよ
うに見える

。しかしながら、３種類の実験結果のχ2

検定から、コルチゾールの増減にいずれも有意な違
いを認めなかった。

6.3アミラーゼ活性値の実験条件とテーマによる違
い
アミラーゼ活性値は「イメージ奏法」視聴により

増加した。しかし、G1からG4の各テーマによる差異はなかった。ピアノ演奏のみの視聴の場合、それ
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ぞれのテ
ーマによる差異が見られた。この差異は、

相関係数は低いが状態不安得点とやや類似した傾向
があった。３種類の実験結果のχ2検定から「イメー
ジ奏法」と映像+言葉には差はなく、音楽より映像と言葉が強く感情励起したように見える(Fig.3)。

6.4セロトニン濃度の実験条件とテーマによる違い
セロトニン濃度は「イメ

ージ奏法」視聴により前

コントロールより増加した(Fig.4)。しかし、G1か
らG4の各テーマ間での有意差は認められなかった。
ピアノ演奏聴取では、有意な変化を認めなかった。
しかし､映像+言葉だけを視だ場合にはむしろ減少し
た
。この場合、減少は特にG2でみられた。G2の映
像は他の映像よりぼんやりして単調である。

７.　考察

「イメ
ージ奏法」を受け取る人たちの生体に何が

生じたのかについて気分、自律神経系、視床下部下垂体副腎系および脳腸軸からの分泌物と考えられる

指標などを用いてそれらの推移を測定した
。これら

の指標は全て感情表現
、感情喚起により増減するの

で
、生理学、心理学および心身医学レベルで感情を

誘導する治療効果や研究等に使用されている
。すな

わち
、本研究での「イメージ奏法」に共感したかど

うかを知るための有用な指標となると考えられる
。

ヒトでは視覚による情報入力が非常に大きく
、聴

覚による情報入力は日常生活においては言語を除い
てそれほど大きいものではない

。さらに、感覚系は

選択的順応を非常に強く起こすため
、関心の有無が

強く表れる
。また、情報入力の大きい視覚は中心視

であるため、画像や映像を見る範囲は狭く全体をま
んべんなく見ることはできないばかりか

、映像が20

秒ほど固定されると順応して視覚野から消えてしま
う
。「イメージ奏法」では、これらの弱点を補うた

めに
、曲相に合わせて映像をイメージに合わせて

次々と変えるので
、視覚の順応が起こりにくい。つ

まり
、感覚の飽和を抑制して新たな情景に興味を持

たせることに効果かある。この方法は、感覚入力か
らの感情の発生に与える刺激頻度を高めていると言
ってよいのではないかと考えている

。音楽を聴くと

きは聴覚を研ぎ澄ませることがあるが、音楽の幅全
体を聴くことは専門家や極めて高いレベルでその曲
に興味を持つ人でないと困難である

。　したがって、

楽曲だけでいえば
、本研究に用いた曲をよく知って

いるかどうかが感情に訴えるかどうかを決める要因
であると思われる

。もう一つの要因は、演奏の方法

や技術
、これとマッチした映像と言葉のインパクト

であろう
。自律神経系の応答から、視覚の影響が強

い可能性が示唆された。すなわち、ピアノ演奏だけ
ではアミラ

ーゼ活性とコルチゾール濃度は低下して

しまうが
、視覚入力のある２つの方法ではこれらの

低下が抑制されている
。これらのことから「イメー

ジ奏法」は感情に訴えかける力がピアノ演奏だけの
場合より強く

、視覚だけの場合でもゆるく感情喚起

することが推測された
。逆に言えば、ピアノ演奏だ

けを聴いた場合
、自己の想像する世界に入り、いわ

ゆる癒し効果に移行した
。また、G4の明るい曲はよ

り強く自己の世界を賦活したのではないかと思われ
た
。しかしながら､STAI得点の変化から推測すると、

音楽の有無、映像の有無にかかわらずG1での得点
の増加傾向が強いため、何か「非日常の状況が発生
し
、そこに自分がいる」ことが最も感情への訴えか

が強いように見える
。この最も人きい感情喚起は恐

らく映像の色調である。これは、動脈血の赤と闇の
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黒を連想させる。また、非日常とは、実験に参加し

たこと、その実験がはじまったことへの緊張を意味

しているのかもしれない。G2 ではモノトーンに近い

色調と薄ぼやけた映像がG1の気持ち悪さから抜け

出すのに使われている。アミラーゼの値は同じ視床

下部一下垂体系が応答し、それが映像+言葉（言語）

による誘導であることを強く示唆している。

これら上位の応答系から誘導される、より下位の

応答系からの分泌物は、上位の感情や情動のインパ

ルスの頻度によって決まる。セロトニンは代表的な

脳腸軸の分泌物で、腸のエンテロクロマフィン細胞

から分泌され血小板によって運搬される。 「実験が

はじまった」、 「気持ちの悪い映像だ」、「なんか

思ってたのと違う」などの興奮を呼び起こす感情は

腸に伝わり血中のセロトニン循環量を増加させる。

多量に分泌されるとセロトニン症候群を起こし、腹

痛や下痢、頭痛を生じさせるが、少量の増加であれ

ば脳血流量や骨格筋血流量を増加させる。セロトニ

ンは日常より少しだけ強い程度の喜怒哀楽および疲

労で増加するが、この応答性の良さから感情を観る

ための指標として多用される。中枢神経系で実際に

感情を形成するのはドーパミン神経であり、セロト

ニン神経は感情を安定させることに役立つと考えら

れている。血中で増加したセロトニンは血液脳関門

を通過しないので、中枢神経系には影響しない。し

かし、腸や血管に作用して求心性に気分・感情に影

響を与える。　「イメージ奏法」ではG1からセロト

ニンが増加した。ピアノ演奏だけでも増加傾向がみ

られた。 しかし、映像だけではセヨトニンをむしろ

減少させた。これらのことから、「イメージ奏法」

による音楽 と映像および言葉が相乗的な誘因になっ

ているものと考えられた。逆に言えば、興奮しない

ような実験条件ではセロトニンは増加しないと考え

られる。 「イメージ奏法」では、非常に興味あるこ

とに、音楽監督の意図したようにセロトニンを増減

させた。 しかしながら、個人差が大きく、実験参加

者に興奮した人としなかった人がいたと考えられる。

これはすなわち、実験対象者のパーソナリティーで

ある。音楽で人々の感情をコントロールすることは

できないが、同じ興味を持つ人たちなら似たような

方向性の感情を生じるのであろ う。

８　 お わ りに

最近、末梢セロトニンはネガティブな感情と相関

する報告がなされている。 「イメージ奏法」の色彩

と言語誘導にはこのような感情喚起の可能性もある。

この研究で一部の実験参加者は｢イメージ奏法｣へ

の 共 感 が 得 られ た で あ ろ うが 、 こ れ を 認 知 さ せ る の

は 難 し い 。 知 識 レベ ル の 高い 人 な らデ ー タ を 示 せ ば

良 い が 、 そ うで な い 人 に は 喜 び や 興 奮 を そ の 証 拠 と

す る し か な い の で あ ろ う。 今 日は い い １ 日 だ っ た と

か 、 ス トレ スか ら一 瞬 で も解 放 さ れ た と か 、 生 き て

い て よ か っ た とか 、 そ の よ う に感 じ さ せ ら れ る 研 究

を 続 け た い。 ま た 、 何 の た め にセ ロ ト ニ ン が 増 加 す

る の か 、 に つ い て の 検 討 も進 め て い る。 さ ら に 、 人

の 心 の 解 放 と再 生 を 後 押 しす る｢ イ メ ー ジ 奏 法｣ の

音 楽 の 供 与方 法 につ い て 研 究 し て い き たい 。
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